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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
災
害
が
発
生
し
避
難
所
を
開
設
す
る
場
合
に
は
、
感
染
症

対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

内
閣
府
が
各
都
道
府
県
等
に
対
し
発
出
し
た
「
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）
、
「
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
更
な
る
対
応
に
つ
い
て
」
（
令

和
二
年
四
月
七
日
付
け
）
及
び
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
の
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
ホ
テ
ル
・
旅

館
等
の
活
用
に
向
け
た
準
備
に
つ
い
て
」
（
令
和
二
年
四
月
二
十
八
日
付
け
）
（
以
下
、
「
通
知
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け

る
「
災
害
」
は
、
ど
の
程
度
の
災
害
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。 

二 

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
「
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
、
「
避
難
所
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
向
け

た
取
組
指
針
」
、
「
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
確
保
・
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
般
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
改
定
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。 

三 

避
難
所
に
お
け
る
「
三
密
」
を
避
け
る
た
め
、
避
難
所
・
避
難
生
活
学
会
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
、
全
国
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）
等
の
各
団
体
に
よ
っ
て
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
使
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用
、
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
の
具
体
的
な
対
策
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
、
自
治
体
等
に
一
人
当
た
り
の

利
用
面
積
や
通
路
の
幅
等
の
具
体
的
基
準
を
示
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
形
で
指
定
避
難
所
に
お
け
る
収
容
可
能
人
数
を
算
定
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
指
定
避
難
所
以
外
に
開
設
す
る
必
要
が
あ
る
避
難
所
の
数
、
収
容
人
数
等
を
見
積
も
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
各

自
治
体
等
に
対
し
て
こ
う
し
た
具
体
的
な
助
言
等
を
行
っ
て
い
く
の
か
。 

四 

通
知
等
に
お
い
て
は
、
市
町
村
に
避
難
所
と
し
て
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
活
用
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
市
町
村

に
お
い
て
、
そ
の
検
討
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
出
水
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
も
、
各
市
町
村

に
お
い
て
は
速
や
か
に
検
討
を
終
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。 

 
 

ま
た
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
民
間
施
設
を
地
方
自
治
体
が
借
り
上
げ
て
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
場
合
、
各
自
治
体
が
支

払
う
こ
と
と
な
る
借
上
げ
費
用
、
謝
金
等
は
、
災
害
救
助
法
に
よ
る
国
庫
負
担
の
対
象
と
な
る
の
か
。
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
へ
の
対
応
の
た
め
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
を
借
り
上
げ
て
開
設
さ
れ
た
避
難
所
に
つ
い
て
、
災

害
救
助
法
に
よ
る
国
庫
負
担
の
対
象
と
な
っ
た
事
例
は
あ
る
か
。 

五 

指
定
避
難
所
以
外
の
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
五
月
十
一
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
武
田
防
災
担
当
大
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臣
が
、
国
の
研
修
施
設
等
で
避
難
所
に
活
用
で
き
る
も
の
を
洗
い
出
し
て
自
治
体
に
提
供
で
き
る
よ
う
な
準
備
を
し
て
い
る

旨
を
答
弁
し
て
い
る
が
、
提
供
可
能
な
施
設
の
数
、
具
体
的
な
施
設
名
、
各
施
設
に
お
け
る
収
用
可
能
人
数
等
の
情
報
を
関

係
自
治
体
に
対
し
て
既
に
提
供
で
き
て
い
る
の
か
。
ま
だ
提
供
し
て
い
な
い
場
合
、
い
つ
ま
で
に
提
供
す
る
の
か
。 

六 

政
府
は
近
年
の
災
害
に
お
い
て
は
プ
ッ
シ
ュ
型
で
の
物
資
等
の
供
給
を
実
施
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
今
般
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
等
の
物
資
の
確
保
や
、
発
注
か

ら
各
避
難
所
ま
で
の
輸
送
の
手
順
、
流
通
体
制
等
に
つ
い
て
、
見
直
す
必
要
は
な
い
の
か
。 

七 

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
等
の
増
産
や
円
滑
な
供
給
に
努

め
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
災
害
用
に
備
蓄
し
て
い
た
マ
ス
ク
を
住
民
に
配
布
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
高
齢
者
施

設
、
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
マ
ス
ク
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
備
蓄
の
放
出
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
本
年
三
月
十

二
日
及
び
十
三
日
に
各
都
道
府
県
等
に
対
し
て
事
務
連
絡
（
「
都
道
府
県
等
に
お
け
る
マ
ス
ク
・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
等
の

備
蓄
の
積
極
的
放
出
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」
）
を
発
出
し
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
は
、
国
の
各
機
関
及
び
各
自
治
体

が
備
蓄
か
ら
提
供
し
た
マ
ス
ク
、
消
毒
液
等
の
数
量
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。 

 
 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
収
束
し
て
い
な
い
状
況
下
で
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
や
「
首
都
直
下
地
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震
」
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
現
在
の
生
産
・
増
産
体
制
で
マ
ス
ク
や
消
毒
薬
等
の
物
資
が
ど
の
程
度
不
足

す
る
と
分
析
し
て
い
る
の
か
。
政
府
と
し
て
各
自
治
体
に
お
け
る
災
害
用
の
物
資
・
資
材
の
備
蓄
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。
把
握
し
て
い
な
い
場
合
、
今
後
、
把
握
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。
各
自
治
体
等
に
お
け
る
物
資
・
資
材
の
備
蓄

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
品
目
、
数
量
等
の
基
準
を
策
定
し
、
周
知
し
て
い
く
必
要
は
な
い
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


